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　今
年
は
年
頭
か
ら
市
長
選

で
幕
を
開
け
る
訳
で
す
が
、

先
ず
は
勇
退
を
表
明
し
て
い

る
首
藤
市
長
に
お
い
て
は
、

三
期
十
二
年
に
渡
る
市
政
の

舵
取
り
本
当
に
お
疲
れ
様
で

し
た
。

　東
九
州
バ
ス
ク
化
構
想
や

エ
ン
ジ
ン
０
１
文
化
戦
略
会

議
誘
致
な
ど
個
性
的
な
取
り

組
み
を
始
め
、ハ
ー
ド
面
で

は
、合
併
特
例
債
を
駆
使
し
、

新
庁
舎
を
始
め
と
し
て
次
々

と
大
型
事
業
に
着
手
推
進
し

て
き
ま
し
た
。

　こ
の
号
が
発
行
さ
れ
た
時

は
、す
で
に
新
市
長
が
誕
生

し
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、

二
元
代
表
制
の
一
翼
を
担
う

議
会
と
し
て
も
、と
も
に
議

論
を
重
ね
、新
し
い
延
岡
市

を
築
い
て
い
け
れ
ば
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

◆議員定数を２名削減………………２
◆12月議会で決まったこと…………３
◆市政を問う（一般質問）………５～７

◆市長に政策提言………………………2
◆おもな議案の委員会審査報告 ………4
◆議会活動報告会を開催………………８
　編集後記等 …………………………８

主な掲載内容　

完成間近のエンクロス
（延岡市駅前複合施設）

哀
悼
の
意
を
表
し
、
謹
ん
で

　ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

　元
市
議
会
議

員
の
矢
野
仁
祺

氏
が
去
る
11
月

１
日
に
78
歳
で

ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

　矢
野
仁
祺
氏
は
、平
成
11
年
に
北

川
町
議
会
議
員
に
初
当
選
さ
れ
、８

年
間
町
議
会
議
員
を
務
め
ら
れ
た

後
、合
併
後
の
平
成
19
年
に
延
岡
市

議
会
議
員
選
挙
に
当
選
し
、福
祉
教

育
委
員
会
委
員
長
な
ど
を
歴
任
さ

れ
、本
市
の
発
展
に
多
大
な
貢
献
を

さ
れ
ま
し
た
。

故

　矢
野 

仁
祺
氏
を
悼
む

　元
市
議
会
議

員
の
矢
野
戦
一

郎
氏
が
、去
る
11

月
６
日
に
72
歳

で
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

　矢
野
戦
一
郎
氏
は
、平
成
15
年
に

北
川
町
議
会
議
員
に
初
当
選
さ
れ
、

４
年
間
北
川
町
議
会
議
員
を
務
め

ら
れ
た
後
、合
併
後
の
平
成
19
年
に

延
岡
市
議
会
議
員
選
挙
に
当
選
し
、

都
市
建
設
委
員
会
や
総
務
財
政
委

員
会
の
委
員
長
、ま
た
、議
会
選
出

の
監
査
委
員
な
ど
を
歴
任
さ
れ
、本

市
の
発
展
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ

ま
し
た
。

故

　矢
野 

戦
一
郎
氏
を
悼
む

議
会
活
動
報
告
会
を
開
催
!!

　市
議
会
で
は
、
10
月
に
北
方
地
区
・
北
浦
地
区
・
北
川
地
区
・
南
浦
地
区
・
島
浦
地

区
・
川
中
地
区
の
６
か
所
に
て
議
会
活
動
報
告
会
を
開
催
し
、合
計
98
名
の
皆
様
に

参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　報
告
会
で
は
、議
員
に
よ
る
９
月
定
例
議
会
の
報
告
の
ほ
か
、質
疑
応
答
な
ど
を

通
じ
て
、市
民
と
の
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　報
告
会
で
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
や
意
見
交
換
会
に
お
け
る
参
加
者
の
声
を
一
部

紹
介
し
ま
す
。

議会活動
報告会

ホタルの宿（北川町）北方コミュニティセンター

今後も見直しを加えながら開催していきますので、皆さまぜひご参加ください。

〇初めて参加したが、次回も参加したいと思う。

〇報告会では詳しい報告をいただき、議会活動の理解を

深めさせていただいた。

〇区長以外の多くの人に来てもらうような努力をしたらど

うだろうか。せっかくの良い機会なのでもったいない。

〇この報告会のＰＲをもっとして人を集めるべきだと思う。

〇台風18号など災害のテーマがあると良かったと思う。

〇延岡市の人口減少について、他県や他市に出ていかな

いような対策を早急にしてほしい。

ア
ン
ケ
ー
ト
で
の
意
見

アンケート結果（概要）76人より回答

報告会への参加回数は何回目ですか？ 初めて55.3％ ３回以上30.3％

２回目14.5％

内容は良かったですか？ はい88.2％

無記入
7.9％

いいえ
3.9％

また来てみたいですか？ はい86.8％

開催をどのような方法で知りましたか？ 案内チラシ26.3％ 地区回覧36.8％

いいえ5.3％

その他22.4％

ホームページ5.3％

無記入
7.9％

無記入
9.2％
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東
九
州
バ
ス
ク
化
構
想

鮎
や
な

北
川
の
堆
積
土
砂
等
の
除
去

水
門
等
の
操
作

延
岡
市
駅
前
複
合
施
設
の
委
託
料

新
庁
舎
高
層
棟
の
基
礎
杭
工
事

産
業
廃
棄
物
の
処
理

県
立
体
育
館

介
護
保
険
制
度
の
見
直
し

市
営
住
宅
の
入
居
条
件

子
育
て
支
援

【
問
】事
業
系
廃
棄
物
の
取
扱
い
変

更
の
対
象
と
な
る
事
業
者
へ
の
支

援
は
。

【
答
】産
業
廃
棄
物
の
正
し
い
処
理

は
、事
業
者
に
負
担
を
伴
う
が
、廃

棄
物
の
資
源
化
を
大
き
な
目
標
と

し
て
い
る
た
め
、事
業
者
が
取
組

む
資
源
化
の
努
力
は
非
常
に
大
切

で
あ
る
。そ
れ
を
活
か
す
こ
と
に

つ
い
て
、今
後
も
関
係
者
と
の
協

議
を
引
き
続
き
進
め
て
い
く
。

【
問
】バ
ス
ク
化
構
想
が
一
次
産
業

に
与
え
る
効
果
は
。

【
答
】本
構
想
の
地
産
地
活
に
よ

り
、料
理
人
を
始
め
市
民
に
も
広

く
一
次
産
業
の
す
ば
ら
し
さ
を
周

知
す
る
。ま
た
、産
業
拡
大
、高
品

質
化
、産
地
化
を
図
り
、一
次
産
業

の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
。

【
問
】鮎
資
源
の
回
復
状
況
と
や
な

架
設
補
助
金
の
今
後
は
。

【
答
】鮎
資
源
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
よ
り
、生
息
尾
数
は
増
え
て
お

り
、観
光
経
済
効
果
は
高
ま
っ
て

い
る
。伝
統
鮎
や
な
を
継
続
し
つ

つ
、補
助
金
の
見
直
し
を
行
う
。

【
問
】県
立
体
育
館
建
設
後
の
市
民

体
育
館
の
活
用
は
。

【
答
】県
・
庁
内
関
係
課
室
・
基
本
計

画
策
定
委
託
業
者
と
の
協
議
の
中

で
重
要
課
題
と
し
て
協
議
し
て
い

く
。

【
問
】子
育
て
支
援
と
し
て
、歯
科

受
診
の
助
成
の
取
り
組
み
は
。

【
答
】論
理
的
な
提
案
で
実
現
し
や

す
い
部
分
で
あ
る
。研
究
し
検
討

し
て
い
き
た
い
。

【
問
】現
在
は
連
帯
保
証
人
が
２
人

必
要
だ
が
、民
間
の
よ
う
に
１
人

で
も
入
居
で
き
る
よ
う
緩
和
措
置

は
で
き
な
い
か
。

【
答
】
他
市
の
取
り
組
み
を
参
考

に
し
て
今
後
検
討
し
た
い
。

【
問
】来
年
度
は
、制
度
見
直
し
の

年
で
保
険
料
も
見
直
し
が
行
わ
れ

る
。保
険
料
は
市
民
か
ら
悲
鳴
の

よ
う
な
声
を
聞
く
が
改
定
の
見
通

し
は
。

【
答
】現
在
、国
で
議
論
が
行
わ
れ

て
お
り
、内
容
が
示
さ
れ
て
い
な

い
。引
き
上
げ
の
可
能
性
は
考
え

ら
れ
る
が
、動
向
を
注
視
し
て
い

る
。

【
問
】自
殺
対
策
の
取
り
組
み
は
。

【
答
】毎
年
９
月
の
自
殺
対
策
強
化

月
間
に
啓
発
ポ
ス
タ
ー
等
の
特
設

展
示
を
行
う
な
ど
、心
の
健
康
に

関
心
を
持
つ
よ
う
啓
発
に
努
め
て

い
る
。

【
問
】北
川
河
川
敷
内
に
土
砂
等
が

堆
積
し
て
い
る
。河
川
激
特
事
業

に
よ
り
取
り
組
め
な
い
か
。

【
答
】今
回
の
被
害
状
況
は
採
択
要

件
を
満
た
さ
な
い
。土
砂
浚
渫
は
、

水
位
逓
減
に
効
果
が
あ
る
た
め
、

し
っ
か
り
取
り
組
む
。

【
問
】水
防
法
等
の
改
正
で
操
作
員

の
安
全
確
保
が
明
記
さ
れ
た
。遠

隔
化
等
へ
の
対
応
は
。

【
答
】直
接
、水
門
操
作
を
行
う
こ

と
が
原
則
で
あ
る
た
め
、管
理
者

で
あ
る
国
・
県
に
対
し
、遠
隔
操
作

化
な
ど
の
改
善
・
改
修
要
望
を
毎

年
行
っ
て
い
る
。

【
問
】指
定
管
理
者
で
あ
る
カ
ル
チ

ュ
ア
・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
・
ク
ラ
ブ

へ
の
指
定
管
理
委
託
料
が
示
さ
れ

て
い
な
い
が
。

【
答
】平
成
30
年
４
月
１
日
か
ら
管

理
運
営
業
務
が
開
始
さ
れ
る
予
定

と
な
っ
て
い
る
。３
月
議
会
に
お

い
て
当
初
予
算
と
し
て
提
案
す
る

予
定
で
あ
る
。

【
問
】高
層
棟
南
端
と
低
層
棟
北
端

の
間
隔
は
わ
ず
か
４
ｍ
な
の
に
、

杭
同
士
の
岩
盤
は
１
ｍ
か
ら
８
ｍ

も
違
っ
て
い
る
。高
層
棟
の
杭
が

支
持
層
に
達
し
て
い
る
と
い
う
事

実
を
再
確
認
す
る
必
要
性
は
。

【
答
】建
築
工
事
を
担
当
し
た
共
同

企
業
体
と
は
別
に
工
事
監
理
者
に

よ
っ
て
適
切
な
工
事
施
工
の
報
告

を
受
け
て
い
る
。更
に
建
築
士
の

資
格
を
持
つ
本
市
の
監
督
職
員
の

随
時
の
現
場
立
会
い
や
書
類
確
認

に
よ
り
適
切
な
工
事
施
工
を
確
認

し
て
い
る
。

12
月
７
日
質
問

自
殺
対
策

し
ゅ
ん
せ
つ

て
い
げ
ん

議
員
定
数
の
2
人
減
を
決
定
！！

次
回
の
市
議
会
議
員
選
挙
か
ら
延
岡
市
議
会
議
員
の

　
　
　
　
　
　
　定
数
が
29
人
か
ら
27
人
に
な
り
ま
す
。

　
延
岡
市
議
会
で
は
、
12
月
定
例
議
会
に
お
い
て
、
議
員
定
数
を
現
行
の
29
人
か
ら

27
人
と
す
る
延
岡
市
議
会
の
議
員
の
定
数
を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正
案
を
賛
成
多

数
に
よ
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
本
案
は
、
議
会
の
あ
り
方
検
討
特
別
委
員
会
で
、

財
政
状
況
や
雇
用
状
況
等
の
調
査
、
類
似
都
市
へ
の

視
察
調
査
、
市
内
の
各
種
団
体
と
の
意
見
交
換
等
を

考
慮
し
な
が
ら
慎
重
に
検
討
が
行
わ
れ
た
上
で
提
案

さ
れ
た
も
の
で
、
平
成
31
年
４
月
に
予
定
さ
れ
て
い

る
次
期
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
よ
り
適
用
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
特
別
委
員
会
で
は
、
議
員
定
数
の
ほ
か
、

議
員
報
酬
、
費
用
弁
償
、
政
務
活
動
費
の
あ
り
方
に

つ
い
て
も
同
様
に
検
討
を
重
ね
て
き
ま
し
た
が
、
議

員
報
酬
、
費
用
弁
償
に
つ
い
て
は
現
状
維
持
。
政
務

活
動
費
に
つ
い
て
は
、
制
度
設
計
に
関
し
て
十
分
な

検
討
が
必
要
で
あ
る
こ
と
等
か
ら
現
時
点
で
の
支
給

は
見
送
る
べ
き
と
の
結
論
に
至
り
ま
し
た
。

同条例案の採決の様子

首藤市長に提言書を渡す佐藤裕臣議長

議会が市長に政策提言
　11月28日に議長、副議長、政策提言議員協議会の代表幹

事、副代表幹事など７名で市長に提言を行いました。この提

言は、平成30年度以降の市政運営に対する議会としての意見

や要望をまとめたものです。提言内容は次のとおりです。

（１）北浦総合支所を含めた各総合支所の今後の位置づけ

や担うべき役割及び組織体制や人員体制について

（２）北浦総合支所の耐震診断の実施の検討及び現施設の補強について

（３）平成32年度に終了予定の緊急防災・減災事業債を活用した移転に関する調査について

北浦総合支所の支所機能を含めた防災体制の推進に向

けた総合的な検討の速やかな着手

※内容は市議会のホームページに掲載しています。

１．

（１）各児童クラブの設備及び備品に関する状況調査及び必要な予算の確保に努めること

（２）放課後児童クラブ支援員の労働環境や業務内容等の状況調査及び運営形態ごとの調査・研究を行い、問

題点の改善に努めること

（３）多子世帯・生活困窮世帯等に対する利用料の減免措置等の調査・研究を行うこと

放課後児童クラブの体制の充実に向けた総合的な検討の速やかな着手2．　【注
１
】基
準
財
政
需
要
額

　地
方
自
治
体
が
行
政
事
務
を

遂
行
す
る
た
め
に
必
要
な
経
費
を

国
の
基
準
に
従
っ
て
計
算
し
た
も

の
。

【
注
２
】ト
レ
イ
ル
カ
メ
ラ

　乾
電
池
で
動
作
す
る
デ
ジ
タ
ル

カ
メ
ラ
に
赤
外
線
感
知
セ
ン
サ
ー

や
暗
視
機
能
等
が
付
加
さ
れ
た
も

の
。熱
を
感
知
し
、自
動
で
録
画
を

開
始
す
る
。取
り
付
け
工
事
は
不

要
で
低
価
格
。

【
注
３
】再
造
林
バ
ン
ク

　林
業
成
長
産
業
化
地
域
の
指

定
を
受
け
た
延
岡
・日
向
地
域
が

創
設
す
る
、植
林
か
ら
下
刈
り
ま

で
の
費
用
を
助
成
す
る
制
度
。

【
注
4
】避
難
者
カ
ー
ド

　災
害
時
の
避
難
所
で
自
治
体

が
作
る
避
難
者
名
簿
の
こ
と
で
、

避
難
者
の
状
況
や
避
難
者
数
の

把
握
に
活
用
す
る
。

【
注
5
】浚
渫
／
逓
減

　浚
渫
と
は
、港
湾
・
河
川
な
ど

に
堆
積
し
た
土
砂
な
ど
を
取
り
除

く
土
木
工
事
の
こ
と
。

　逓
減
と
は
、時
と
と
も
に
少
し

ず
つ
量
が
減
る
こ
と
。

北川河川から流れ家田霞堤
に堆積した土砂や流木等

現在の市民体育館

注
5

注
5

【
用
語
解
説
】
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青森県八戸市で防災教育
に活用されている
防災ノート（小学生上学年版）

収
入
未
済
額
の
解
消
対
策

外
国
人
実
習
生
支
援

植
林
促
進
の
戦
略

野
良
猫
対
策

避
難
者
カ
ー
ド

城
山
公
園
駐
車
場

西
郷
資
料
館
の
休
憩
所

エ
ン
ク
ロ
ス
の
駐
車
場
対
策

屋
根
付
き
運
動
場
の
建
設

国
道
10
号
へ
の
接
続

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
利
用

ピ
ロ
リ
菌
検
査
の
費
用
助
成

防
災
教
育
の
充
実

西
階
陸
上
競
技
場
の
改
修

【
問
】延
岡
警
察
署
前
交
差
点
か
ら

国
道
10
号
ま
で
の
道
路
整
備
は
。

【
答
】提
案
ル
ー
ト
の
整
備
は
困
難

と
判
断
し
て
い
る
が
、市
道
薬
品

工
場
南
通
線
の
安
全
対
策
を
最
優

先
課
題
と
捉
え
、道
路
拡
幅
を
進

め
て
い
る
。

【
問
】県
大
会
レ
ベ
ル
の
大
会
運
営

や
大
き
な
大
会
誘
致
に
つ
な
が
る

大
幅
な
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
は
。

【
答
】陸
上
競
技
協
会
や
サ
ッ
カ
ー

等
の
関
係
団
体
と
協
議
を
行
い
な

が
ら
適
切
に
対
応
し
た
い
。

【
問
】合
併
10
年
を
経
過
し
地
方
交

付
税
も
削
減
さ
れ
る
こ
と
か
ら
歳

入
歳
出
の
適
正
な
事
務
処
理
が
要

求
さ
れ
る
が
、対
応
策
は
。

【
答
】市
税
に
お
い
て
は
、今
年
度

も
差
押
や
公
売
会
な
ど
行
政
処
分

の
強
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。ま

た
、関
係
課
室
を
対
象
に
公
金
債

権
徴
収
の
取
扱
状
況
に
つ
い
て
実

態
調
査
を
実
施
し
、債
権
管
理
条

例
の
制
定
も
検
討
し
て
い
る
。

【
問
】島
浦
町
漁
協
の
外
国
人
支
援

体
制
は
満
足
の
い
く
も
の
で
は
な

い
。日
向
市
、日
南
市
に
準
じ
る
支

援
体
制
は
。

【
答
】本
市
で
は
家
賃
１
万
５
千
５

百
円
の
公
営
住
宅
の
空
室
の
提
供

を
行
っ
て
い
る
。引
き
続
き
、船
主

の
外
国
人
研
修
生
受
け
入
れ
に
係

る
負
担
の
軽
減
を
行
う
。

【
問
】ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
関
係

機
関
と
の
協
議
を
進
め
た
い
と
の

こ
と
だ
っ
た
が
、実
現
は
。

【
答
】全
体
的
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の

検
討
を
行
っ
て
い
る
。す
べ
て
の

環
境
が
整
い
次
第
、実
施
し
た
い
。

【
問
】カ
ー
ド
を
提
示
す
る
こ
と

で
、銀
行
と
提
携
し
て
の
ロ
ー
ン

金
利
を
優
遇
す
る
と
か
、ヘ
ル
ス

ト
ピ
ア
の
料
金
を
割
り
引
く
等
、

優
遇
さ
れ
る
取
り
組
み
等
は
。

【
答
】ど
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
を
付

与
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
、前
向

き
に
検
討
し
て
い
る
。関
係
課
室

等
と
も
協
議
し
た
い
。

【
問
】「
防
災
ノ
ー
ト
」を
作
成
活
用

し
て
の
防
災
教
育
に
取
り
組
ん
で

は
。

【
答
】
自
分
の
命
は
自
分
で
守
る

子
ど
も
た
ち
を
育
成
す
る
た
め

今
後
研
究
す
る
。

【
問
】２
年
連
続
の
洪
水
で
内
水
氾

濫
し
た
曽
立
谷
川
の
抜
本
対
策
に

つ
い
て
年
内
に
結
論
を
出
す
と
の

こ
と
だ
が
、そ
の
対
策
は
。

【
答
】曽
立
地
区
は
市
の
管
理
す
る

曽
立
谷
川
、県
の
管
理
す
る
北
川
、

国
の
管
理
す
る
国
道
10
号
に
囲
ま

れ
た
地
形
と
な
っ
て
お
り
、国
・
県

に
協
力
を
い
た
だ
き
北
川
の
堤
防

と
同
じ
高
さ
ま
で
谷
川
の
堤
防
を

嵩
上
げ
す
る
案
を
軸
に
対
策
を
行

う
。

【
問
】今
後
の
市
の
植
林
促
進
の
戦

略
は
。

【
答
】再
造
林
バ
ン
ク
の
構
築
を
目

指
し
て
お
り
、持
続
的
に
植
林
が

で
き
る
よ
う
に
取
り
組
む
。

【
問
】資
料
館
の
一
角
に
休
憩
所
を

作
っ
て
は
。

【
答
】来
場
者
の
休
憩
所
の
設
置
を

検
討
し
て
い
く
。

【
問
】エ
ン
ク
ロ
ス
を
起
点
と
し
た

駅
と
周
辺
の
賑
わ
い
創
出
の
た
め

の
駐
車
場
対
策
は
。

【
答
】1
5
0
台
分
の
市
営
駐
車
場

が
確
保
さ
れ
る
が
、利
用
者
の
推

移
を
踏
ま
え
な
が
ら
、民
間
に
よ

る
駐
車
場
整
備
を
誘
導
す
る
形

で
、必
要
な
駐
車
場
の
確
保
に
取

り
組
み
た
い
。

【
問
】西
階
運
動
公
園
は
大
規
模
災

害
時
の
後
方
支
援
拠
点
で
あ
り
、

屋
根
付
運
動
場
が
で
き
れ
ば
、多

目
的
な
活
用
が
可
能
に
な
る
が
。

【
答
】大
規
模
災
害
時
の
復
旧
の
た

め
の
資
機
材
、生
活
物
資
の
中
継

基
地
等
の
機
能
を
備
え
た
屋
内

施
設
の
役
割
は
大
き
い
。雨
天
時

の
ス
ポ
ー
ツ
競
技
だ
け
で
な
く
、

多
目
的
活
用
が
可
能
と
な
る
。今

後
事
業
化
の
可
能
性
を
検
討
し

た
い
。

12
月
６
日
質
問

曽
立
谷
川
の
内
水
対
策
に
つ
い
て

【
問
】多
く
の
苦
情
を
聞
い
て
い
る

が
、野
良
猫
対
策
の
現
状
は
。

【
答
】猫
自
体
が
動
物
愛
護
法
の
対

象
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、そ

の
対
応
に
苦
慮
し
て
い
る
。今
後

と
も
、延
岡
保
健
所
と
連
携
し
、迷

惑
の
か
か
ら
な
い
正
し
い
飼
い
方

を
指
導
・
啓
発
し
た
い
。

【
問
】午
前
９
時
開
場
だ
が
、早
く

開
け
ら
れ
な
い
か
。

【
答
】早
朝
の
騒
音
に
対
す
る
周
辺

住
民
へ
の
配
慮
や
、近
隣
事
業
所

等
へ
の
通
勤
者
な
ど
に
よ
る
迷
惑

駐
車
の
排
除
対
策
を
踏
ま
え
、公

園
利
用
者
の
駐
車
場
と
し
て
機
能

す
る
た
め
午
前
９
時
開
場
と
し
て

い
る
。

【
問
】発
災
時
の
非
常
持
ち
出
し
品

と
し
て
市
民
が
事
前
に
記
載
し
、

避
難
時
の
非
常
持
ち
出
し
品
と
し

て
準
備
し
て
お
く
と
良
い
と
思
う

が
。

【
答
】日
頃
か
ら
非
常
持
ち
出
し
品

と
同
様
の
準
備
を
し
て
も
ら
う
こ

と
で
様
々
な
場
所
で
避
難
し
て
い

る
方
々
の
状
況
把
握
等
に
活
用
で

き
な
い
か
研
究
す
る
。

12月議会で決まったこと
　12月議会では、一般会計補正予算など35件の議案と意見書１件を可決し、３件の報告を受けました。

また、一般質問では３日間で14名が登壇し、市長の政治姿勢をはじめ、防災対策や観光振興、子育て支援、水道料金

改定など多岐にわたる質疑が活発になされました。

平成29年度延岡市一般会計補正予算　外 補正予算５件

延岡市個人情報保護条例及び延岡市情報公開条例の一部改正

延岡市職員の育児休業等に関する条例の一部改正

延岡市水道事業給水条例の一部改正

延岡市駅前複合施設条例の一部改正等

延岡市企業立地促進条例の一部改正

宮崎県自治会館管理組合の解散に関する協議

宮崎県自治会館管理組合の解散に伴う財産の処分に関する協議

宮崎県市町村総合事務組合の共同処理する事務の変更、宮崎県市町村総合事務組合を組織する
地方公共団体の数の増加及び宮崎県市町村総合事務組合規約の変更に関する協議

財産の取得（化学消防ポンプ自動車購入）

財産の無償譲渡（北川町祝子川地区保安林）

市道の路線廃止（石田伊形線　県道移管協議に伴う路線廃止）

市道の路線認定（石田伊形線　県道移管協議に伴う路線認定）

議決事項の一部変更（延岡市駅前複合施設建設電気設備工事）

指定管理者の指定（延岡市恒富南コミュニティセンター）

指定管理者の指定（延岡市中小企業振興センター）

指定管理者の指定（延岡市かわまち広場）

指定管理者の指定（延岡市北川老人福祉館）

平成29年度延岡市一般会計補正予算（二次分）　外 補正予算５件

延岡市一般職職員給与条例の一部改正

延岡市特別職職員給与条例の一部改正

延岡市一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部改正

教育委員会委員の選任（田中 ヨシ子氏）

固定資産評価審査委員会委員の選任（馬場 愛子氏）

延岡市議会の議員の定数を定める条例の一部改正【委員会提出議案】

専決処分の報告（負傷事故に伴う和解及び損害賠償の額の決定）　外　専決処分の報告２件

「若い人も高齢者も安心できる年金制度」を国の責任で創設するための意見書提出に関する陳情（継続審査）

延岡市議会議員の定数・報酬の削減及び費用弁償の見直しを求める陳情（不採択）

議　　　案

報 告 案 件

陳　　　情

議
案
と
報
告
な
ど
の
一
覧

議
案
と
報
告
な
ど
の
一
覧

意
見
書
を

　国
に
提
出
！

　延
岡
市
議
会
で
は
本
市
だ
け
で

は
、
解
決
で
き
な
い
課
題
に
つ
い

て
、
地
方
自
治
法
に
基
づ
き
、
関
係

機
関
に
意
見
書
を
提
出
し
て
い
ま

す
。12
月
議
会
で
は
左
記
の
意
見
書

を
可
決
し
、国
に
提
出
し
ま
し
た
。

　現
在
、
道
路
事
業
に
お
い
て
は
、

道
路
財
特
法
の
規
定
に
よ
り
、地
域

高
規
格
道
路
や
交
付
金
事
業
の
補

助
率
が
嵩
上
げ
さ
れ
て
い
る
が
、こ

の
措
置
は
、平
成
29
年
度
ま
で
の
時

限
措
置
と
な
っ
て
い
る
。

　国
に
お
い
て
は
、道
路
整
備
を
引

き
続
き
推
進
す
る
た
め
、道
路
整
備

予
算
の
総
額
確
保
は
も
と
よ
り
、道

路
財
特
法
の
規
定
に
よ
る
補
助
率

等
の
嵩
上
げ
を
平
成
30
年
度
以
降

も
継
続
す
る
と
と
も
に
、地
方
創
生

に
資
す
る
道
路
整
備
の
推
進
が
図

ら
れ
る
よ
う
、さ
ら
な
る
拡
充
措
置

を
講
じ
ら
れ
る
よ
う
強
く
要
望
す

る
。（
一
部
抜
粋
）

道
路
予
算
の
確
保
及
び
道
路

整
備
に
係
る
補
助
率
等
の
嵩

上
げ
措
置
の
継
続
を
求
め
る

意
見
書

道
路
予
算
の
確
保
及
び
道
路

整
備
に
係
る
補
助
率
等
の
嵩

上
げ
措
置
の
継
続
を
求
め
る

意
見
書

道
路
予
算
の
確
保
及
び
道
路

整
備
に
係
る
補
助
率
等
の
嵩

上
げ
措
置
の
継
続
を
求
め
る

意
見
書

注
3

注
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総
括
副
市
長
の
職
務

後
継
者
問
題

市
政
連
絡
員
報
酬

西
郷
ど
ん

か
わ
ま
ち
広
場
の
活
用

全
国
学
力
テ
ス
ト

水
道
料
金
の
改
定

消
防
力
の
充
実

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
管
理

【
問
】副
市
長
と
し
て
の
市
政
推
進

へ
の
思
い
は
。

【
答
】市
長
の
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ

ン
を
実
現
す
る
こ
と
で
、東
九
州

の
基
幹
都
市
と
し
て
輝
き
続
け
る

こ
と
を
願
い
、補
佐
役
と
し
て
の

職
務
を
努
め
て
き
た
。

【
問
】中
小
企
業
等
に
お
け
る
後
継

者
問
題
は
。

【
答
】県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
や
ス
タ

ー
ト
ア
ッ
プ
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど

専
門
的
な
支
援
機
関
と
の
適
切
な

役
割
分
担
の
も
と
、一
体
と
な
っ

て
中
小
企
業
の
事
業
継
承
支
援
に

取
り
組
み
た
い
。

【
問
】観
光
消
費
額
の
増
加
策
は
。

【
答
】西
郷
隆
盛
ゆ
か
り
の
地
や
市

内
へ
の
回
遊
を
図
り
、観
光
消
費

額
を
増
加
さ
せ
る
こ
と
は
重
要
。

観
光
バ
ス
で
の
誘
客
、宿
泊
型
ツ

ア
ー
の
充
実
等
に
努
め
る
。

【
問
】報
酬
の
単
価
の
根
拠
と
報
酬

に
関
す
る
所
見
は
。

【
答
】市
政
連
絡
員
の
報
酬
は
、県

内
他
市
の
状
況
等
を
参
考
に
し
て

い
る
。現
時
点
で
は
妥
当
な
金
額

と
考
え
て
い
る
が
、今
後
は
、県
内

他
市
の
動
向
等
を
見
極
め
て
い

く
。

【
問
】賑
わ
い
の
拠
点
と
し
て
の
か

わ
ま
ち
広
場
の
活
用
は
。

【
答
】か
わ
ま
ち
広
場
は
建
物
の

「
か
わ
ま
ち
交
流
館
」と
河
川
敷
の

「
か
わ
ま
ち
広
場
」の
一
体
的
活
用

で
賑
わ
い
の
創
出
が
出
来
る
。今

後
と
も
関
係
団
体
と
協
議
し
て
賑

わ
い
の
あ
る
拠
点
を
目
指
す
。

【
問
】全
国
学
力
テ
ス
ト
の
調
査
結

果
を
受
け
て
の
課
題
は
。

【
答
】小
中
学
校
と
も
基
礎
的
・
基

本
的
内
容
の
定
着
や
活
用
す
る
力

の
育
成
、家
庭
学
習
の
充
実
等
が

課
題
と
考
え
る
。

【
問
】平
成
５
年
以
来
の
値
上
げ

改
定
は
市
民
の
反
発
が
大
き

い
。
こ
の
時
期
の
必
要
性
と
判

断
は
。

【
答
】耐
用
年
数
を
経
過
し
た
水

道
施
設
の
更
新
需
要
が
増
大
し
、

耐
震
化
も
課
題
。人
口
減
少
に
よ

る
給
水
収
益
も
減
少
す
る
中
、将

来
に
向
け
て
安
定
し
た
経
営
基

盤
を
維
持
し
、い
つ
で
も
お
い
し

い
延
岡
の
水
の
安
定
供
給
の
た

め
に
改
定
を
決
め
た
。

【
問
】
消
防
力
と
は
「
人
・
機
械
・

水
」と
言
わ
れ
る
。本
市
消
防
職

員
は
条
例
定
数
1
7
0
人
に
対

し
1
6
6
人
で
、
出
向
等
で
実

働
人
数
は
少
な
い
。
消
防
庁
の

整
備
指
針
で
は
何
人
か
。
最
低

で
も
条
例
定
数
は
確
保
す
べ
き

で
は
。

【
答
】
指
針
で
は
2
4
3
人
。
地

方
交
付
税
の
基
準
財
政
需
要
額

の
算
定
で
は
職
員
数
は
概
ね
充

足
し
て
い
る
。
今
後
も
財
源
の

確
保
や
柔
軟
か
つ
適
正
な
人
員

配
置
に
努
め
る
。

【
問
】適
切
な
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
管
理
に
繋
が
る
防
犯
カ
メ
ラ

の
設
置
は
。

【
答
】低
価
格
で
設
置
も
簡
単
な

ト
レ
イ
ル
カ
メ
ラ
の
来
年
度
導

入
に
向
け
て
検
討
し
て
い
る
。

12
月
５
日
質
問

12月定例議会のおもな議案の委員会審査内容の一部を報告します!!
議案の概要や委員会での市当局との質疑・応答等を掲載します。

概

　要

主
な
質
疑
・
応
答

委員会
審査結果

本会議
審査結果

法定耐用年数が過ぎた水道管でも工夫することで法定耐用年数より長い期間使え

ないのか？
問

水道管の種類によっては70年から100年使えると判断しているが、一方で、接続部

に接着剤を使用しているもの等は耐震性能に問題があり、法定耐用年数通りとしか

判断できないものもある。

答

今後安定した経営が維持できるように料金見直し体制や時期については、どのよう

に考えているのか？
問

来年度からの収納業務の民間委託に伴い、組織体制の変更を予定しており、その中

で業務の一環として、経営分析を行う体制を構築し、料金体系改定の必要性などの

検討を毎年行っていきたい。

答

料金改定となった場合の周知の方法については、どのように考えているのか？問

複数回にわたる広報のべおかでの説明や、水道メーター検針の際における世帯ごと

へのチラシ配布、さらにケーブルテレビやホームページの活用といった方法により

周知を図っていきたい。

答

賛成多数により原案のとおり可決しました。

　人口減少等に伴う給水収益の減少、水道施設更新の必要性及び耐震化費用の増大化など、

本市の水道事業の状況悪化を踏まえ、平成29年７月、地域の有識者等からなる「延岡市水道事

業経営懇話会」を設置。平成29年10月30日、同懇話会が提出した「延岡市水道事業経営に関す

る報告書」にて、早急な水道料金体系の見直し等の適正化の必要性があるとの意見が示され

たことを受け、その意見を尊重し、水道料金の改定を実施するもの。

　料金の平均改定率は現行比14.9％増。生活弱者等への配慮として、単身の高齢者等が多く

含まれると推測されている口径13㎜及び20㎜については、基本料金の改定率を現行比８%増

としている。改正条例は平成30年７月１日施行（平成30年７月１日以後の検針分から料金改

定を実施）。

　この他にも質疑応答が行われたあと、委員間で討議が行われ、「市民への丁寧な周知」や「将

来を見据えた経営判断」に関する意見など種々の議論が交わされました。

　その結果、委員会としては、「当局としても、厳しい財政状況の中、これまでにも組織見直し

による職員の減員や、業務効率化を図るための各種システムの導入、直営業務の事業委託な

ど、あらゆる経営努力は行っており、ライフラインとしての水道事業継続のために料金を引

き上げることはやむを得ないものと考える。ただし、料金引き上げの際には市民への丁寧な

周知が必要であり、今後の水道事業の運営にあたっては、適切な事業運営に努めるとともに、

経営分析に基づく定期的な料金見直しを行っていくべきである」との意見が大勢を占め、本

案については、原案のとおり可決すべきものと決定しました。

延岡市水道事業給水条例の一部改正（都市建設委員会審査）

注
1

注
2

12
月
５
日

12
月
６
日

議員（自民党きずなの会）上田　美利 
●東九州バスク化構想
●鮎やな
●県立体育館　他

議員（社民党市議団）松本　哲也
●自殺対策
●北川の堆積土砂等の除去
●水門等の操作　他

議員（日本共産党）平田　信広
●子育て支援
●市営住宅の入居条件
●介護保険制度の見直し　他

議員（無所属）小田　忠良
●延岡市駅前複合施設の委託料
●新庁舎高層棟の基礎杭工事
○東海中屋内温水プール　他

議員（公明党市議団）三上　毅
●ピロリ菌検査の費用助成
●マイナンバーカードの利用
●防災教育の充実　他

議員（友愛クラブ）吉本　靖
●野良猫対策
●城山公園駐車場
○乳幼児等医療費助成　他

議員（自民党きずなの会）北林　幹雄
●曽立谷川の内水対策
●植林促進の戦略
●西郷資料館の休憩所　他

議員（友愛クラブ）田村　吉宏
●避難者カードについて
●産業廃棄物の処理
〇食品廃棄物削減活動　他

議員（友愛クラブ）甲斐　行雄
●エンクロスの駐車場対策
●屋根付き運動場の建設
〇ドッグランの整備　他

12
月
７
日 ※質問の一部を掲載します。

※○は未掲載

市政を問う！！市政を問う！！
議員（友愛クラブ）本部　仁俊

●市政連絡員報酬
●かわまち広場の活用
●全国学力テスト　他

議員（自民党きずなの会）佐藤　誠
●収入未済額の解消対策
●外国人実習生支援
〇事業系一般廃棄物処理　他

議員（社民党市議団）太田　龍
●水道料金の改定
●消防力の充実
〇新地域支援事業の方向性　他

議員（自民党きずなの会）松田　満男
●総括副市長の職務
●後継者問題
●西郷どん　他

議員（友愛クラブ）早瀨　賢一 
●ごみステーション管理
●国道10号への接続
●西階陸上競技場の改修　他

かわまち広場のかわまち交流館
外観完成予定図
（大瀬大橋下流河川敷地）

議員14名が
一般質問
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総
括
副
市
長
の
職
務

後
継
者
問
題

市
政
連
絡
員
報
酬

西
郷
ど
ん

か
わ
ま
ち
広
場
の
活
用

全
国
学
力
テ
ス
ト

水
道
料
金
の
改
定

消
防
力
の
充
実

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
管
理

【
問
】副
市
長
と
し
て
の
市
政
推
進

へ
の
思
い
は
。

【
答
】市
長
の
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ

ン
を
実
現
す
る
こ
と
で
、東
九
州

の
基
幹
都
市
と
し
て
輝
き
続
け
る

こ
と
を
願
い
、補
佐
役
と
し
て
の

職
務
を
努
め
て
き
た
。

【
問
】中
小
企
業
等
に
お
け
る
後
継

者
問
題
は
。

【
答
】県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
や
ス
タ

ー
ト
ア
ッ
プ
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど

専
門
的
な
支
援
機
関
と
の
適
切
な

役
割
分
担
の
も
と
、一
体
と
な
っ

て
中
小
企
業
の
事
業
継
承
支
援
に

取
り
組
み
た
い
。

【
問
】観
光
消
費
額
の
増
加
策
は
。

【
答
】西
郷
隆
盛
ゆ
か
り
の
地
や
市

内
へ
の
回
遊
を
図
り
、観
光
消
費

額
を
増
加
さ
せ
る
こ
と
は
重
要
。

観
光
バ
ス
で
の
誘
客
、宿
泊
型
ツ

ア
ー
の
充
実
等
に
努
め
る
。

【
問
】報
酬
の
単
価
の
根
拠
と
報
酬

に
関
す
る
所
見
は
。

【
答
】市
政
連
絡
員
の
報
酬
は
、県

内
他
市
の
状
況
等
を
参
考
に
し
て

い
る
。現
時
点
で
は
妥
当
な
金
額

と
考
え
て
い
る
が
、今
後
は
、県
内

他
市
の
動
向
等
を
見
極
め
て
い

く
。

【
問
】賑
わ
い
の
拠
点
と
し
て
の
か

わ
ま
ち
広
場
の
活
用
は
。

【
答
】か
わ
ま
ち
広
場
は
建
物
の

「
か
わ
ま
ち
交
流
館
」と
河
川
敷
の

「
か
わ
ま
ち
広
場
」の
一
体
的
活
用

で
賑
わ
い
の
創
出
が
出
来
る
。今

後
と
も
関
係
団
体
と
協
議
し
て
賑

わ
い
の
あ
る
拠
点
を
目
指
す
。

【
問
】全
国
学
力
テ
ス
ト
の
調
査
結

果
を
受
け
て
の
課
題
は
。

【
答
】小
中
学
校
と
も
基
礎
的
・
基

本
的
内
容
の
定
着
や
活
用
す
る
力

の
育
成
、家
庭
学
習
の
充
実
等
が

課
題
と
考
え
る
。

【
問
】平
成
５
年
以
来
の
値
上
げ

改
定
は
市
民
の
反
発
が
大
き

い
。
こ
の
時
期
の
必
要
性
と
判

断
は
。

【
答
】耐
用
年
数
を
経
過
し
た
水

道
施
設
の
更
新
需
要
が
増
大
し
、

耐
震
化
も
課
題
。人
口
減
少
に
よ

る
給
水
収
益
も
減
少
す
る
中
、将

来
に
向
け
て
安
定
し
た
経
営
基

盤
を
維
持
し
、い
つ
で
も
お
い
し

い
延
岡
の
水
の
安
定
供
給
の
た

め
に
改
定
を
決
め
た
。

【
問
】
消
防
力
と
は
「
人
・
機
械
・

水
」と
言
わ
れ
る
。本
市
消
防
職

員
は
条
例
定
数
1
7
0
人
に
対

し
1
6
6
人
で
、
出
向
等
で
実

働
人
数
は
少
な
い
。
消
防
庁
の

整
備
指
針
で
は
何
人
か
。
最
低

で
も
条
例
定
数
は
確
保
す
べ
き

で
は
。

【
答
】
指
針
で
は
2
4
3
人
。
地

方
交
付
税
の
基
準
財
政
需
要
額

の
算
定
で
は
職
員
数
は
概
ね
充

足
し
て
い
る
。
今
後
も
財
源
の

確
保
や
柔
軟
か
つ
適
正
な
人
員

配
置
に
努
め
る
。

【
問
】適
切
な
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
管
理
に
繋
が
る
防
犯
カ
メ
ラ

の
設
置
は
。

【
答
】低
価
格
で
設
置
も
簡
単
な

ト
レ
イ
ル
カ
メ
ラ
の
来
年
度
導

入
に
向
け
て
検
討
し
て
い
る
。

12
月
５
日
質
問

12月定例議会のおもな議案の委員会審査内容の一部を報告します!!
議案の概要や委員会での市当局との質疑・応答等を掲載します。

概

　要

主
な
質
疑
・
応
答

委員会
審査結果

本会議
審査結果

法定耐用年数が過ぎた水道管でも工夫することで法定耐用年数より長い期間使え

ないのか？
問

水道管の種類によっては70年から100年使えると判断しているが、一方で、接続部

に接着剤を使用しているもの等は耐震性能に問題があり、法定耐用年数通りとしか

判断できないものもある。

答

今後安定した経営が維持できるように料金見直し体制や時期については、どのよう

に考えているのか？
問

来年度からの収納業務の民間委託に伴い、組織体制の変更を予定しており、その中

で業務の一環として、経営分析を行う体制を構築し、料金体系改定の必要性などの

検討を毎年行っていきたい。

答

料金改定となった場合の周知の方法については、どのように考えているのか？問

複数回にわたる広報のべおかでの説明や、水道メーター検針の際における世帯ごと

へのチラシ配布、さらにケーブルテレビやホームページの活用といった方法により

周知を図っていきたい。

答

賛成多数により原案のとおり可決しました。

　人口減少等に伴う給水収益の減少、水道施設更新の必要性及び耐震化費用の増大化など、

本市の水道事業の状況悪化を踏まえ、平成29年７月、地域の有識者等からなる「延岡市水道事

業経営懇話会」を設置。平成29年10月30日、同懇話会が提出した「延岡市水道事業経営に関す

る報告書」にて、早急な水道料金体系の見直し等の適正化の必要性があるとの意見が示され

たことを受け、その意見を尊重し、水道料金の改定を実施するもの。

　料金の平均改定率は現行比14.9％増。生活弱者等への配慮として、単身の高齢者等が多く

含まれると推測されている口径13㎜及び20㎜については、基本料金の改定率を現行比８%増

としている。改正条例は平成30年７月１日施行（平成30年７月１日以後の検針分から料金改

定を実施）。

　この他にも質疑応答が行われたあと、委員間で討議が行われ、「市民への丁寧な周知」や「将

来を見据えた経営判断」に関する意見など種々の議論が交わされました。

　その結果、委員会としては、「当局としても、厳しい財政状況の中、これまでにも組織見直し

による職員の減員や、業務効率化を図るための各種システムの導入、直営業務の事業委託な

ど、あらゆる経営努力は行っており、ライフラインとしての水道事業継続のために料金を引

き上げることはやむを得ないものと考える。ただし、料金引き上げの際には市民への丁寧な

周知が必要であり、今後の水道事業の運営にあたっては、適切な事業運営に努めるとともに、

経営分析に基づく定期的な料金見直しを行っていくべきである」との意見が大勢を占め、本

案については、原案のとおり可決すべきものと決定しました。

延岡市水道事業給水条例の一部改正（都市建設委員会審査）

注
1

注
2

12
月
５
日

12
月
６
日

議員（自民党きずなの会）上田　美利 
●東九州バスク化構想
●鮎やな
●県立体育館　他

議員（社民党市議団）松本　哲也
●自殺対策
●北川の堆積土砂等の除去
●水門等の操作　他

議員（日本共産党）平田　信広
●子育て支援
●市営住宅の入居条件
●介護保険制度の見直し　他

議員（無所属）小田　忠良
●延岡市駅前複合施設の委託料
●新庁舎高層棟の基礎杭工事
○東海中屋内温水プール　他

議員（公明党市議団）三上　毅
●ピロリ菌検査の費用助成
●マイナンバーカードの利用
●防災教育の充実　他

議員（友愛クラブ）吉本　靖
●野良猫対策
●城山公園駐車場
○乳幼児等医療費助成　他

議員（自民党きずなの会）北林　幹雄
●曽立谷川の内水対策
●植林促進の戦略
●西郷資料館の休憩所　他

議員（友愛クラブ）田村　吉宏
●避難者カードについて
●産業廃棄物の処理
〇食品廃棄物削減活動　他

議員（友愛クラブ）甲斐　行雄
●エンクロスの駐車場対策
●屋根付き運動場の建設
〇ドッグランの整備　他

12
月
７
日 ※質問の一部を掲載します。

※○は未掲載

市政を問う！！市政を問う！！
議員（友愛クラブ）本部　仁俊

●市政連絡員報酬
●かわまち広場の活用
●全国学力テスト　他

議員（自民党きずなの会）佐藤　誠
●収入未済額の解消対策
●外国人実習生支援
〇事業系一般廃棄物処理　他

議員（社民党市議団）太田　龍
●水道料金の改定
●消防力の充実
〇新地域支援事業の方向性　他

議員（自民党きずなの会）松田　満男
●総括副市長の職務
●後継者問題
●西郷どん　他

議員（友愛クラブ）早瀨　賢一 
●ごみステーション管理
●国道10号への接続
●西階陸上競技場の改修　他

かわまち広場のかわまち交流館
外観完成予定図
（大瀬大橋下流河川敷地）

議員14名が
一般質問
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青森県八戸市で防災教育
に活用されている
防災ノート（小学生上学年版）

収
入
未
済
額
の
解
消
対
策

外
国
人
実
習
生
支
援

植
林
促
進
の
戦
略

野
良
猫
対
策

避
難
者
カ
ー
ド

城
山
公
園
駐
車
場

西
郷
資
料
館
の
休
憩
所

エ
ン
ク
ロ
ス
の
駐
車
場
対
策

屋
根
付
き
運
動
場
の
建
設

国
道
10
号
へ
の
接
続

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
利
用

ピ
ロ
リ
菌
検
査
の
費
用
助
成

防
災
教
育
の
充
実

西
階
陸
上
競
技
場
の
改
修

【
問
】延
岡
警
察
署
前
交
差
点
か
ら

国
道
10
号
ま
で
の
道
路
整
備
は
。

【
答
】提
案
ル
ー
ト
の
整
備
は
困
難

と
判
断
し
て
い
る
が
、市
道
薬
品

工
場
南
通
線
の
安
全
対
策
を
最
優

先
課
題
と
捉
え
、道
路
拡
幅
を
進

め
て
い
る
。

【
問
】県
大
会
レ
ベ
ル
の
大
会
運
営

や
大
き
な
大
会
誘
致
に
つ
な
が
る

大
幅
な
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
は
。

【
答
】陸
上
競
技
協
会
や
サ
ッ
カ
ー

等
の
関
係
団
体
と
協
議
を
行
い
な

が
ら
適
切
に
対
応
し
た
い
。

【
問
】合
併
10
年
を
経
過
し
地
方
交

付
税
も
削
減
さ
れ
る
こ
と
か
ら
歳

入
歳
出
の
適
正
な
事
務
処
理
が
要

求
さ
れ
る
が
、対
応
策
は
。

【
答
】市
税
に
お
い
て
は
、今
年
度

も
差
押
や
公
売
会
な
ど
行
政
処
分

の
強
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。ま

た
、関
係
課
室
を
対
象
に
公
金
債

権
徴
収
の
取
扱
状
況
に
つ
い
て
実

態
調
査
を
実
施
し
、債
権
管
理
条

例
の
制
定
も
検
討
し
て
い
る
。

【
問
】島
浦
町
漁
協
の
外
国
人
支
援

体
制
は
満
足
の
い
く
も
の
で
は
な

い
。日
向
市
、日
南
市
に
準
じ
る
支

援
体
制
は
。

【
答
】本
市
で
は
家
賃
１
万
５
千
５

百
円
の
公
営
住
宅
の
空
室
の
提
供

を
行
っ
て
い
る
。引
き
続
き
、船
主

の
外
国
人
研
修
生
受
け
入
れ
に
係

る
負
担
の
軽
減
を
行
う
。

【
問
】ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
関
係

機
関
と
の
協
議
を
進
め
た
い
と
の

こ
と
だ
っ
た
が
、実
現
は
。

【
答
】全
体
的
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の

検
討
を
行
っ
て
い
る
。す
べ
て
の

環
境
が
整
い
次
第
、実
施
し
た
い
。

【
問
】カ
ー
ド
を
提
示
す
る
こ
と

で
、銀
行
と
提
携
し
て
の
ロ
ー
ン

金
利
を
優
遇
す
る
と
か
、ヘ
ル
ス

ト
ピ
ア
の
料
金
を
割
り
引
く
等
、

優
遇
さ
れ
る
取
り
組
み
等
は
。

【
答
】ど
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
を
付

与
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
、前
向

き
に
検
討
し
て
い
る
。関
係
課
室

等
と
も
協
議
し
た
い
。

【
問
】「
防
災
ノ
ー
ト
」を
作
成
活
用

し
て
の
防
災
教
育
に
取
り
組
ん
で

は
。

【
答
】
自
分
の
命
は
自
分
で
守
る

子
ど
も
た
ち
を
育
成
す
る
た
め

今
後
研
究
す
る
。

【
問
】２
年
連
続
の
洪
水
で
内
水
氾

濫
し
た
曽
立
谷
川
の
抜
本
対
策
に

つ
い
て
年
内
に
結
論
を
出
す
と
の

こ
と
だ
が
、そ
の
対
策
は
。

【
答
】曽
立
地
区
は
市
の
管
理
す
る

曽
立
谷
川
、県
の
管
理
す
る
北
川
、

国
の
管
理
す
る
国
道
10
号
に
囲
ま

れ
た
地
形
と
な
っ
て
お
り
、国
・
県

に
協
力
を
い
た
だ
き
北
川
の
堤
防

と
同
じ
高
さ
ま
で
谷
川
の
堤
防
を

嵩
上
げ
す
る
案
を
軸
に
対
策
を
行

う
。

【
問
】今
後
の
市
の
植
林
促
進
の
戦

略
は
。

【
答
】再
造
林
バ
ン
ク
の
構
築
を
目

指
し
て
お
り
、持
続
的
に
植
林
が

で
き
る
よ
う
に
取
り
組
む
。

【
問
】資
料
館
の
一
角
に
休
憩
所
を

作
っ
て
は
。

【
答
】来
場
者
の
休
憩
所
の
設
置
を

検
討
し
て
い
く
。

【
問
】エ
ン
ク
ロ
ス
を
起
点
と
し
た

駅
と
周
辺
の
賑
わ
い
創
出
の
た
め

の
駐
車
場
対
策
は
。

【
答
】1
5
0
台
分
の
市
営
駐
車
場

が
確
保
さ
れ
る
が
、利
用
者
の
推

移
を
踏
ま
え
な
が
ら
、民
間
に
よ

る
駐
車
場
整
備
を
誘
導
す
る
形

で
、必
要
な
駐
車
場
の
確
保
に
取

り
組
み
た
い
。

【
問
】西
階
運
動
公
園
は
大
規
模
災

害
時
の
後
方
支
援
拠
点
で
あ
り
、

屋
根
付
運
動
場
が
で
き
れ
ば
、多

目
的
な
活
用
が
可
能
に
な
る
が
。

【
答
】大
規
模
災
害
時
の
復
旧
の
た

め
の
資
機
材
、生
活
物
資
の
中
継

基
地
等
の
機
能
を
備
え
た
屋
内

施
設
の
役
割
は
大
き
い
。雨
天
時

の
ス
ポ
ー
ツ
競
技
だ
け
で
な
く
、

多
目
的
活
用
が
可
能
と
な
る
。今

後
事
業
化
の
可
能
性
を
検
討
し

た
い
。

12
月
６
日
質
問

曽
立
谷
川
の
内
水
対
策
に
つ
い
て

【
問
】多
く
の
苦
情
を
聞
い
て
い
る

が
、野
良
猫
対
策
の
現
状
は
。

【
答
】猫
自
体
が
動
物
愛
護
法
の
対

象
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、そ

の
対
応
に
苦
慮
し
て
い
る
。今
後

と
も
、延
岡
保
健
所
と
連
携
し
、迷

惑
の
か
か
ら
な
い
正
し
い
飼
い
方

を
指
導
・
啓
発
し
た
い
。

【
問
】午
前
９
時
開
場
だ
が
、早
く

開
け
ら
れ
な
い
か
。

【
答
】早
朝
の
騒
音
に
対
す
る
周
辺

住
民
へ
の
配
慮
や
、近
隣
事
業
所

等
へ
の
通
勤
者
な
ど
に
よ
る
迷
惑

駐
車
の
排
除
対
策
を
踏
ま
え
、公

園
利
用
者
の
駐
車
場
と
し
て
機
能

す
る
た
め
午
前
９
時
開
場
と
し
て

い
る
。

【
問
】発
災
時
の
非
常
持
ち
出
し
品

と
し
て
市
民
が
事
前
に
記
載
し
、

避
難
時
の
非
常
持
ち
出
し
品
と
し

て
準
備
し
て
お
く
と
良
い
と
思
う

が
。

【
答
】日
頃
か
ら
非
常
持
ち
出
し
品

と
同
様
の
準
備
を
し
て
も
ら
う
こ

と
で
様
々
な
場
所
で
避
難
し
て
い

る
方
々
の
状
況
把
握
等
に
活
用
で

き
な
い
か
研
究
す
る
。

12月議会で決まったこと
　12月議会では、一般会計補正予算など35件の議案と意見書１件を可決し、３件の報告を受けました。

また、一般質問では３日間で14名が登壇し、市長の政治姿勢をはじめ、防災対策や観光振興、子育て支援、水道料金

改定など多岐にわたる質疑が活発になされました。

平成29年度延岡市一般会計補正予算　外 補正予算５件

延岡市個人情報保護条例及び延岡市情報公開条例の一部改正

延岡市職員の育児休業等に関する条例の一部改正

延岡市水道事業給水条例の一部改正

延岡市駅前複合施設条例の一部改正等

延岡市企業立地促進条例の一部改正

宮崎県自治会館管理組合の解散に関する協議

宮崎県自治会館管理組合の解散に伴う財産の処分に関する協議

宮崎県市町村総合事務組合の共同処理する事務の変更、宮崎県市町村総合事務組合を組織する
地方公共団体の数の増加及び宮崎県市町村総合事務組合規約の変更に関する協議

財産の取得（化学消防ポンプ自動車購入）

財産の無償譲渡（北川町祝子川地区保安林）

市道の路線廃止（石田伊形線　県道移管協議に伴う路線廃止）

市道の路線認定（石田伊形線　県道移管協議に伴う路線認定）

議決事項の一部変更（延岡市駅前複合施設建設電気設備工事）

指定管理者の指定（延岡市恒富南コミュニティセンター）

指定管理者の指定（延岡市中小企業振興センター）

指定管理者の指定（延岡市かわまち広場）

指定管理者の指定（延岡市北川老人福祉館）

平成29年度延岡市一般会計補正予算（二次分）　外 補正予算５件

延岡市一般職職員給与条例の一部改正

延岡市特別職職員給与条例の一部改正

延岡市一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部改正

教育委員会委員の選任（田中 ヨシ子氏）

固定資産評価審査委員会委員の選任（馬場 愛子氏）

延岡市議会の議員の定数を定める条例の一部改正【委員会提出議案】

専決処分の報告（負傷事故に伴う和解及び損害賠償の額の決定）　外　専決処分の報告２件

「若い人も高齢者も安心できる年金制度」を国の責任で創設するための意見書提出に関する陳情（継続審査）

延岡市議会議員の定数・報酬の削減及び費用弁償の見直しを求める陳情（不採択）

議　　　案

報 告 案 件

陳　　　情

議
案
と
報
告
な
ど
の
一
覧

議
案
と
報
告
な
ど
の
一
覧

意
見
書
を

　国
に
提
出
！

　延
岡
市
議
会
で
は
本
市
だ
け
で

は
、
解
決
で
き
な
い
課
題
に
つ
い

て
、
地
方
自
治
法
に
基
づ
き
、
関
係

機
関
に
意
見
書
を
提
出
し
て
い
ま

す
。12
月
議
会
で
は
左
記
の
意
見
書

を
可
決
し
、国
に
提
出
し
ま
し
た
。

　現
在
、
道
路
事
業
に
お
い
て
は
、

道
路
財
特
法
の
規
定
に
よ
り
、地
域

高
規
格
道
路
や
交
付
金
事
業
の
補

助
率
が
嵩
上
げ
さ
れ
て
い
る
が
、こ

の
措
置
は
、平
成
29
年
度
ま
で
の
時

限
措
置
と
な
っ
て
い
る
。

　国
に
お
い
て
は
、道
路
整
備
を
引

き
続
き
推
進
す
る
た
め
、道
路
整
備

予
算
の
総
額
確
保
は
も
と
よ
り
、道

路
財
特
法
の
規
定
に
よ
る
補
助
率

等
の
嵩
上
げ
を
平
成
30
年
度
以
降

も
継
続
す
る
と
と
も
に
、地
方
創
生

に
資
す
る
道
路
整
備
の
推
進
が
図

ら
れ
る
よ
う
、さ
ら
な
る
拡
充
措
置

を
講
じ
ら
れ
る
よ
う
強
く
要
望
す

る
。（
一
部
抜
粋
）

道
路
予
算
の
確
保
及
び
道
路

整
備
に
係
る
補
助
率
等
の
嵩

上
げ
措
置
の
継
続
を
求
め
る

意
見
書

道
路
予
算
の
確
保
及
び
道
路

整
備
に
係
る
補
助
率
等
の
嵩

上
げ
措
置
の
継
続
を
求
め
る

意
見
書

道
路
予
算
の
確
保
及
び
道
路

整
備
に
係
る
補
助
率
等
の
嵩

上
げ
措
置
の
継
続
を
求
め
る

意
見
書

注
3

注
4
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東
九
州
バ
ス
ク
化
構
想

鮎
や
な

北
川
の
堆
積
土
砂
等
の
除
去

水
門
等
の
操
作

延
岡
市
駅
前
複
合
施
設
の
委
託
料

新
庁
舎
高
層
棟
の
基
礎
杭
工
事

産
業
廃
棄
物
の
処
理

県
立
体
育
館

介
護
保
険
制
度
の
見
直
し

市
営
住
宅
の
入
居
条
件

子
育
て
支
援

【
問
】事
業
系
廃
棄
物
の
取
扱
い
変

更
の
対
象
と
な
る
事
業
者
へ
の
支

援
は
。

【
答
】産
業
廃
棄
物
の
正
し
い
処
理

は
、事
業
者
に
負
担
を
伴
う
が
、廃

棄
物
の
資
源
化
を
大
き
な
目
標
と

し
て
い
る
た
め
、事
業
者
が
取
組

む
資
源
化
の
努
力
は
非
常
に
大
切

で
あ
る
。そ
れ
を
活
か
す
こ
と
に

つ
い
て
、今
後
も
関
係
者
と
の
協

議
を
引
き
続
き
進
め
て
い
く
。

【
問
】バ
ス
ク
化
構
想
が
一
次
産
業

に
与
え
る
効
果
は
。

【
答
】本
構
想
の
地
産
地
活
に
よ

り
、料
理
人
を
始
め
市
民
に
も
広

く
一
次
産
業
の
す
ば
ら
し
さ
を
周

知
す
る
。ま
た
、産
業
拡
大
、高
品

質
化
、産
地
化
を
図
り
、一
次
産
業

の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
。

【
問
】鮎
資
源
の
回
復
状
況
と
や
な

架
設
補
助
金
の
今
後
は
。

【
答
】鮎
資
源
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
よ
り
、生
息
尾
数
は
増
え
て
お

り
、観
光
経
済
効
果
は
高
ま
っ
て

い
る
。伝
統
鮎
や
な
を
継
続
し
つ

つ
、補
助
金
の
見
直
し
を
行
う
。

【
問
】県
立
体
育
館
建
設
後
の
市
民

体
育
館
の
活
用
は
。

【
答
】県
・
庁
内
関
係
課
室
・
基
本
計

画
策
定
委
託
業
者
と
の
協
議
の
中

で
重
要
課
題
と
し
て
協
議
し
て
い

く
。

【
問
】子
育
て
支
援
と
し
て
、歯
科

受
診
の
助
成
の
取
り
組
み
は
。

【
答
】論
理
的
な
提
案
で
実
現
し
や

す
い
部
分
で
あ
る
。研
究
し
検
討

し
て
い
き
た
い
。

【
問
】現
在
は
連
帯
保
証
人
が
２
人

必
要
だ
が
、民
間
の
よ
う
に
１
人

で
も
入
居
で
き
る
よ
う
緩
和
措
置

は
で
き
な
い
か
。

【
答
】
他
市
の
取
り
組
み
を
参
考

に
し
て
今
後
検
討
し
た
い
。

【
問
】来
年
度
は
、制
度
見
直
し
の

年
で
保
険
料
も
見
直
し
が
行
わ
れ

る
。保
険
料
は
市
民
か
ら
悲
鳴
の

よ
う
な
声
を
聞
く
が
改
定
の
見
通

し
は
。

【
答
】現
在
、国
で
議
論
が
行
わ
れ

て
お
り
、内
容
が
示
さ
れ
て
い
な

い
。引
き
上
げ
の
可
能
性
は
考
え

ら
れ
る
が
、動
向
を
注
視
し
て
い

る
。

【
問
】自
殺
対
策
の
取
り
組
み
は
。

【
答
】毎
年
９
月
の
自
殺
対
策
強
化

月
間
に
啓
発
ポ
ス
タ
ー
等
の
特
設

展
示
を
行
う
な
ど
、心
の
健
康
に

関
心
を
持
つ
よ
う
啓
発
に
努
め
て

い
る
。

【
問
】北
川
河
川
敷
内
に
土
砂
等
が

堆
積
し
て
い
る
。河
川
激
特
事
業

に
よ
り
取
り
組
め
な
い
か
。

【
答
】今
回
の
被
害
状
況
は
採
択
要

件
を
満
た
さ
な
い
。土
砂
浚
渫
は
、

水
位
逓
減
に
効
果
が
あ
る
た
め
、

し
っ
か
り
取
り
組
む
。

【
問
】水
防
法
等
の
改
正
で
操
作
員

の
安
全
確
保
が
明
記
さ
れ
た
。遠

隔
化
等
へ
の
対
応
は
。

【
答
】直
接
、水
門
操
作
を
行
う
こ

と
が
原
則
で
あ
る
た
め
、管
理
者

で
あ
る
国
・
県
に
対
し
、遠
隔
操
作

化
な
ど
の
改
善
・
改
修
要
望
を
毎

年
行
っ
て
い
る
。

【
問
】指
定
管
理
者
で
あ
る
カ
ル
チ

ュ
ア
・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
・
ク
ラ
ブ

へ
の
指
定
管
理
委
託
料
が
示
さ
れ

て
い
な
い
が
。

【
答
】平
成
30
年
４
月
１
日
か
ら
管

理
運
営
業
務
が
開
始
さ
れ
る
予
定

と
な
っ
て
い
る
。３
月
議
会
に
お

い
て
当
初
予
算
と
し
て
提
案
す
る

予
定
で
あ
る
。

【
問
】高
層
棟
南
端
と
低
層
棟
北
端

の
間
隔
は
わ
ず
か
４
ｍ
な
の
に
、

杭
同
士
の
岩
盤
は
１
ｍ
か
ら
８
ｍ

も
違
っ
て
い
る
。高
層
棟
の
杭
が

支
持
層
に
達
し
て
い
る
と
い
う
事

実
を
再
確
認
す
る
必
要
性
は
。

【
答
】建
築
工
事
を
担
当
し
た
共
同

企
業
体
と
は
別
に
工
事
監
理
者
に

よ
っ
て
適
切
な
工
事
施
工
の
報
告

を
受
け
て
い
る
。更
に
建
築
士
の

資
格
を
持
つ
本
市
の
監
督
職
員
の

随
時
の
現
場
立
会
い
や
書
類
確
認

に
よ
り
適
切
な
工
事
施
工
を
確
認

し
て
い
る
。

12
月
７
日
質
問

自
殺
対
策

し
ゅ
ん
せ
つ

て
い
げ
ん

議
員
定
数
の
2
人
減
を
決
定
！！

次
回
の
市
議
会
議
員
選
挙
か
ら
延
岡
市
議
会
議
員
の

　
　
　
　
　
　
　定
数
が
29
人
か
ら
27
人
に
な
り
ま
す
。

　
延
岡
市
議
会
で
は
、
12
月
定
例
議
会
に
お
い
て
、
議
員
定
数
を
現
行
の
29
人
か
ら

27
人
と
す
る
延
岡
市
議
会
の
議
員
の
定
数
を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正
案
を
賛
成
多

数
に
よ
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
本
案
は
、
議
会
の
あ
り
方
検
討
特
別
委
員
会
で
、

財
政
状
況
や
雇
用
状
況
等
の
調
査
、
類
似
都
市
へ
の

視
察
調
査
、
市
内
の
各
種
団
体
と
の
意
見
交
換
等
を

考
慮
し
な
が
ら
慎
重
に
検
討
が
行
わ
れ
た
上
で
提
案

さ
れ
た
も
の
で
、
平
成
31
年
４
月
に
予
定
さ
れ
て
い

る
次
期
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
よ
り
適
用
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
特
別
委
員
会
で
は
、
議
員
定
数
の
ほ
か
、

議
員
報
酬
、
費
用
弁
償
、
政
務
活
動
費
の
あ
り
方
に

つ
い
て
も
同
様
に
検
討
を
重
ね
て
き
ま
し
た
が
、
議

員
報
酬
、
費
用
弁
償
に
つ
い
て
は
現
状
維
持
。
政
務

活
動
費
に
つ
い
て
は
、
制
度
設
計
に
関
し
て
十
分
な

検
討
が
必
要
で
あ
る
こ
と
等
か
ら
現
時
点
で
の
支
給

は
見
送
る
べ
き
と
の
結
論
に
至
り
ま
し
た
。

同条例案の採決の様子

首藤市長に提言書を渡す佐藤裕臣議長

議会が市長に政策提言
　11月28日に議長、副議長、政策提言議員協議会の代表幹

事、副代表幹事など７名で市長に提言を行いました。この提

言は、平成30年度以降の市政運営に対する議会としての意見

や要望をまとめたものです。提言内容は次のとおりです。

（１）北浦総合支所を含めた各総合支所の今後の位置づけ

や担うべき役割及び組織体制や人員体制について

（２）北浦総合支所の耐震診断の実施の検討及び現施設の補強について

（３）平成32年度に終了予定の緊急防災・減災事業債を活用した移転に関する調査について

北浦総合支所の支所機能を含めた防災体制の推進に向

けた総合的な検討の速やかな着手

※内容は市議会のホームページに掲載しています。

１．

（１）各児童クラブの設備及び備品に関する状況調査及び必要な予算の確保に努めること

（２）放課後児童クラブ支援員の労働環境や業務内容等の状況調査及び運営形態ごとの調査・研究を行い、問

題点の改善に努めること

（３）多子世帯・生活困窮世帯等に対する利用料の減免措置等の調査・研究を行うこと

放課後児童クラブの体制の充実に向けた総合的な検討の速やかな着手2．　【注
１
】基
準
財
政
需
要
額

　地
方
自
治
体
が
行
政
事
務
を

遂
行
す
る
た
め
に
必
要
な
経
費
を

国
の
基
準
に
従
っ
て
計
算
し
た
も

の
。

【
注
２
】ト
レ
イ
ル
カ
メ
ラ

　乾
電
池
で
動
作
す
る
デ
ジ
タ
ル

カ
メ
ラ
に
赤
外
線
感
知
セ
ン
サ
ー

や
暗
視
機
能
等
が
付
加
さ
れ
た
も

の
。熱
を
感
知
し
、自
動
で
録
画
を

開
始
す
る
。取
り
付
け
工
事
は
不

要
で
低
価
格
。

【
注
３
】再
造
林
バ
ン
ク

　林
業
成
長
産
業
化
地
域
の
指

定
を
受
け
た
延
岡
・日
向
地
域
が

創
設
す
る
、植
林
か
ら
下
刈
り
ま

で
の
費
用
を
助
成
す
る
制
度
。

【
注
4
】避
難
者
カ
ー
ド

　災
害
時
の
避
難
所
で
自
治
体

が
作
る
避
難
者
名
簿
の
こ
と
で
、

避
難
者
の
状
況
や
避
難
者
数
の

把
握
に
活
用
す
る
。

【
注
5
】浚
渫
／
逓
減

　浚
渫
と
は
、港
湾
・
河
川
な
ど

に
堆
積
し
た
土
砂
な
ど
を
取
り
除

く
土
木
工
事
の
こ
と
。

　逓
減
と
は
、時
と
と
も
に
少
し

ず
つ
量
が
減
る
こ
と
。

北川河川から流れ家田霞堤
に堆積した土砂や流木等

現在の市民体育館

注
5

注
5

【
用
語
解
説
】
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　今
年
は
年
頭
か
ら
市
長
選

で
幕
を
開
け
る
訳
で
す
が
、

先
ず
は
勇
退
を
表
明
し
て
い

る
首
藤
市
長
に
お
い
て
は
、

三
期
十
二
年
に
渡
る
市
政
の

舵
取
り
本
当
に
お
疲
れ
様
で

し
た
。

　東
九
州
バ
ス
ク
化
構
想
や

エ
ン
ジ
ン
０
１
文
化
戦
略
会

議
誘
致
な
ど
個
性
的
な
取
り

組
み
を
始
め
、ハ
ー
ド
面
で

は
、合
併
特
例
債
を
駆
使
し
、

新
庁
舎
を
始
め
と
し
て
次
々

と
大
型
事
業
に
着
手
推
進
し

て
き
ま
し
た
。

　こ
の
号
が
発
行
さ
れ
た
時

は
、す
で
に
新
市
長
が
誕
生

し
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、

二
元
代
表
制
の
一
翼
を
担
う

議
会
と
し
て
も
、と
も
に
議

論
を
重
ね
、新
し
い
延
岡
市

を
築
い
て
い
け
れ
ば
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

◆議員定数を２名削減………………２
◆12月議会で決まったこと…………３
◆市政を問う（一般質問）………５～７

◆市長に政策提言………………………2
◆おもな議案の委員会審査報告 ………4
◆議会活動報告会を開催………………８
　編集後記等 …………………………８

主な掲載内容　

完成間近のエンクロス
（延岡市駅前複合施設）

哀
悼
の
意
を
表
し
、
謹
ん
で

　ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

　元
市
議
会
議

員
の
矢
野
仁
祺

氏
が
去
る
11
月

１
日
に
78
歳
で

ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

　矢
野
仁
祺
氏
は
、平
成
11
年
に
北

川
町
議
会
議
員
に
初
当
選
さ
れ
、８

年
間
町
議
会
議
員
を
務
め
ら
れ
た

後
、合
併
後
の
平
成
19
年
に
延
岡
市

議
会
議
員
選
挙
に
当
選
し
、福
祉
教

育
委
員
会
委
員
長
な
ど
を
歴
任
さ

れ
、本
市
の
発
展
に
多
大
な
貢
献
を

さ
れ
ま
し
た
。

故

　矢
野 

仁
祺
氏
を
悼
む

　元
市
議
会
議

員
の
矢
野
戦
一

郎
氏
が
、去
る
11

月
６
日
に
72
歳

で
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

　矢
野
戦
一
郎
氏
は
、平
成
15
年
に

北
川
町
議
会
議
員
に
初
当
選
さ
れ
、

４
年
間
北
川
町
議
会
議
員
を
務
め

ら
れ
た
後
、合
併
後
の
平
成
19
年
に

延
岡
市
議
会
議
員
選
挙
に
当
選
し
、

都
市
建
設
委
員
会
や
総
務
財
政
委

員
会
の
委
員
長
、ま
た
、議
会
選
出

の
監
査
委
員
な
ど
を
歴
任
さ
れ
、本

市
の
発
展
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ

ま
し
た
。

故

　矢
野 

戦
一
郎
氏
を
悼
む

議
会
活
動
報
告
会
を
開
催
!!

　市
議
会
で
は
、
10
月
に
北
方
地
区
・
北
浦
地
区
・
北
川
地
区
・
南
浦
地
区
・
島
浦
地

区
・
川
中
地
区
の
６
か
所
に
て
議
会
活
動
報
告
会
を
開
催
し
、合
計
98
名
の
皆
様
に

参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　報
告
会
で
は
、議
員
に
よ
る
９
月
定
例
議
会
の
報
告
の
ほ
か
、質
疑
応
答
な
ど
を

通
じ
て
、市
民
と
の
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　報
告
会
で
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
や
意
見
交
換
会
に
お
け
る
参
加
者
の
声
を
一
部

紹
介
し
ま
す
。

議会活動
報告会

ホタルの宿（北川町）北方コミュニティセンター

今後も見直しを加えながら開催していきますので、皆さまぜひご参加ください。

〇初めて参加したが、次回も参加したいと思う。

〇報告会では詳しい報告をいただき、議会活動の理解を

深めさせていただいた。

〇区長以外の多くの人に来てもらうような努力をしたらど

うだろうか。せっかくの良い機会なのでもったいない。

〇この報告会のＰＲをもっとして人を集めるべきだと思う。

〇台風18号など災害のテーマがあると良かったと思う。

〇延岡市の人口減少について、他県や他市に出ていかな

いような対策を早急にしてほしい。

ア
ン
ケ
ー
ト
で
の
意
見

アンケート結果（概要）76人より回答

報告会への参加回数は何回目ですか？ 初めて55.3％ ３回以上30.3％

２回目14.5％

内容は良かったですか？ はい88.2％

無記入
7.9％

いいえ
3.9％

また来てみたいですか？ はい86.8％

開催をどのような方法で知りましたか？ 案内チラシ26.3％ 地区回覧36.8％

いいえ5.3％

その他22.4％

ホームページ5.3％

無記入
7.9％

無記入
9.2％


